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:  は  し  め  に

限性黄繭は木村 めによ って第 ■染 色体 上 の 黄血

遺伝子をW染色に転座させることによって雌の繭を黄色 ,

雄の繭を自色となるように作出された系統であり,雌雄鑑

別は現在の蛹体鑑別に比べ16倍 ,斑紋による鑑別に比べ約

5倍 ,早 くかつ正確に行え,ま た機械化も可能である。そ

のため,限性黄繭の早期実用化は蚕種製造の効率化,雌雄

繭分
"1繰

糸等その利点も多く,期待が持たれている。しか

し,著者 らが前報 2)で 示 したように,限性黄繭系統

には雌に, 5齢期の成長曲線の異常,化蛹歩合の低下 ,脱

肛蚕の出現,繭重・繭層重の雌雄比の異常 ,そ の他未発表

ではあるが,産卵性・小節・解じょ率の低下,繊度差の縮

小等が見 られ,こ れ らの異常は田島のが限性斑紋品

種を作出する過程でW染色体へ常染色体が転座 した場合に

見られた転座障害と同一のものであり,明 らかに限性黄繭

も転座による障害があるものと考えられた。そのため,現
在までのところ,残念ながら実用化されてはいない。そこ

で限性黄繭を実用化するために二つの方法が考えられる。

一つは転座染色体の大きさがp～う‐ιθれまでで第Ⅱ染色体

の大部分のものであり,こ れを切断してy部分のみを残 し

たなるべく小さなものにする必要があり,現在 j‐′ο
"側

の

切断を行ったものを育成中である。しかし,p側が大きい

ため,こ ちら側の切断も考えなくてはいけない。もう一つ

は現在育成中の系統の中にはある程度この生理的障害の少

ない系統が存在することから,こ れらを用いてよりよい組合

せを探 し出し,優良実用品種を目指す必要があり,現在こ

れを押し進めているところである。しかし,単交雑の場合 ,

原種の強健性 ,産卵性に問題のあるものが多く,そ の意味

では,四元雑種で実用化を目1旨す必要性が大きい。本試験

においては,限性黄繭の四元雑種の実用化を目指す場合 ,

一般四元雑種ではその 8組合せはすべて同一と見なされる

が,前述したような雌の過剰染色体による生理的障害があ

る場合には,組合せあるいは形質によって生理的障害の軽

重に差がlLて くるものと考えられる。そこで,限性黄繭で

四元雑種の 8組合せを作って,上記のF.1題点の検討を行

った。

2試 験 方 法

供試限性黄繭系統は蚕糸試験場蚕育種部蚕育種第 1研究

室で育成 中のKNSY O,HNSY20,H∝ Yll,HC
SY10の 4糸統を用い日 日X中・中の四元雑種 8組合せ

を作り,飼育試験を行った。掃立は 1区あて10/10蛾で行

い, 4齢起蚕時に250頭にそろえて飼育をし,結果は 2連

制の平均値で示した。飼育成績,繰糸成績は常法に従って

取りまとめた。

3 結 果 及 び考 察

限性黄繭の四元化した 8組合せの各形質の成績のうち,

飼育 ,繭成績については表 1に ,繭糸質については表 2に

示した。実際に飼育した時期は初秋蚕期であったため化蛹

歩合が全般的に低かったが,各形質の平均値は飼育日数

2298日 ,化蛹歩合892%,繭 重206夕 , 繭層重576c,,

繭層歩合244%,収繭量211りであった。これらの値につ

いて 1元配置の有意差検定を行った結果,飼育日数 ,化蛹

歩合,繭層歩合,収繭量については雌雄平均値には有意差

はなかった0ゞ,繭重,繭層重については有意差がみられた。

そこで,雌雄の成績を調べた材料の化蛹歩合,繭重,繭層

表1 限性黄繭における四元化の組合せによる各形質の差異

四元 の

組 合せ

雌
×
雄

KNSY3・ HNSY 20(Al
X

C   I  D

HNSY20・ KNSY31B)
X

C  I  D

HCSYll・ HCSY10(CI
×

A  I  B

HCSY10 HCSYll(D
×

A  I  B
平 均 値

飼育日数 (日 )

化蛹歩合 〈%)
繭  重 (′ )

繭 層 重 (C夕 )

繭層歩合 (%)
収 繭 量 (″ )

23 11

896

2 46

608

24 8

22 1

23 00

90 2

244

609

250

220

23 00

86 2

241

594

248

207

23 00

84 8

2 35

566

24 1

199

2311

944

2 32

56 2

243

21 9

23 00

914

2 35

57 0

24 3

215

22 63

894

2 27

544

240

200

23 00

874

230

55 3

24 1

20 1

2298

892

2 36

57 6

24 4

211

-329-―



東 北 農 業 研 究 第 41号 (1988)

表 2 限性黄繭における四元化の組合せによる各糸質の差異

の

せ

一ル
合

四

組

雌

ｘ
雄

KNSY3 m(SY2α A
×

C  I  D

HNSY20 KNSY3(3)
×

c  l   D

HCSYll HcsY10(CI
X

A  I  B

HCSY10 HCSYll(DI
X

A  I  B
平均 値

生糸量歩合 (%)
繭 糸 長 (π )

繭 糸 量 (C夕 )

繭糸 繊 度 (d)
解 じ ょ率 (%)
小   節 (点 )

20 44

1,589

497

282

83

'40

21 50

1,685

526

2 83

85

965

2098

1.568

512

295

88

960

2081

1,602

484

2 73

76

978

20 47

1.522

474

281

89

965

20 53

1,583

490

2 79

83

950

2080

1,526

47 5

281

84

973

2093

1,599

47 1

266

77

960

2081

1,584

49 1

280

83

96 1

重,繭層歩合について更に雌,雄に分け検定すると,繭重 ,

繭層重,繭層歩合はいずれも雄では有意差は見られないも

のの雌では有意差が見られた。これらの雌雄値を具体的に

示したのが図1であるが,雌の繭重 ,繭層重は組合せによっ

て大きな差があり,変動係数も雄に比べ雌はほぼ倍あるこ

とが分かった。化蛹歩合についても平均値は雄に比べ雌の

方が低 く,変動係数をみても,雄の値に変動がほとんどな

いのに対し,雌で極端に低下する組合せがあることが示さ

れている。

次に,繭糸質の成績は,平均値で生糸量歩合208%,繭

糸長1,584π ,繭糸量491c夕 ,繭糸繊度280d,解 じょ

率83%,小節点961点であり,こ れらの値について分散分

析をした結果,生糸量歩合,解 じょ率については,有意差

は見られなかったが,繭糸長,繭糸量 ,繭糸繊度 ,小節点

一

‖
―

については有意差力現 られ,こ れらの形質では組合せによっ

て大きく成績が変わる可能性を示 していた。

以上の結果から,限性黄繭の四元化について考えると
,

確かに収繭量については今回の結果では有意差は見られな

かったが,そ の中身をみると,限性黄繭で生理的障害とい

われている形質 ,い わゆる繭重,繭層重では四元雑種 8組

合せ中に成績が大きく低 下する組合せがみられた。また ,

繭糸長,繭糸量 ,繭糸繊度,小節点でも同様な組合せが見

られ,組合せによっては,四元雑種の一品種と言えないく

らい大きな差がでる可能性が示された。 すなわち, 限性

黄繭で四元雑種をつくる場合には生理的障害の出やすい形

質については雑種強勢によって必ずしもその生理的障害の

発現が抑えられない場合もあり,組合せが悪い場合には ,

極端にその生理的障害が現れる可能性があるものと考えら

れた。そこで,限性黄繭の四元雑種をつくる場合には,一

応組合せの中に極端な値のでるものがあるかないかを調べ

ておく必要があるものと思われる。また,こ れらの形質は

遺伝力の高い形質がはとんどで,品種的改良の しやすい形

質であり,原種として優れ ,しかも生理的障害をなるべく

除去 した系統をつくり,あ とは優良組合せを探すことが重

要であり,更に,遺伝力の低い化蛹歩合 ,解 じょ率のよう

な形質は雑種強勢の出やすい組合せをつくることで対応す

ることがよいと考えられた。
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図 1 限性黄繭の四元化における母体別 ,雌雄別
の化蛹歩合 ,繭重,繭層重の差異

注  A:KNSY3 HNSY20, B:HNSY 20
KNSY3, C:HCSY ll HC SY 10, D:
HCSY10 HCSYll
変動係数 :化蛹歩合 9611635, 繭重 9

45,619,劇 雷重 965,631
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